
  

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
３
年
ぶ
り
に
８

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
・
広
島
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

広
島
大
会
は
広
島
県
立
総
合
体
育

館
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
を
主
会
場
に

し
て
全
国
か
ら
１
５
０
０
名
（
大
阪

か
ら
は
１
２
０
名
）
の
参
加
で
左
記

の
日
程
で
開
か
れ
、
大
阪
平
和
委
員

会
か
ら
中
村
玉
枝
副
会
長(

西
淀
川)

、

岩
本
悟
副
理
事
長(

関
西
共
同
印
刷

所)
 

、
上
羽
治
雄
事
務
局
長
な
ど
多

数
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

◇
８
月
４
日 

開
会
総
会
１３
時
～
１４
時 

国
際
会
議
１４
時
～
１６
時
３０
分 

◇
８
月
５
日 

国
際
会
議
１０
時
～
１２
時
３０
分 

テ
ー
マ
別
集
会
、
碑
・
遺
跡
め

ぐ
り
１４
時
～
１６
時
３０
分 

 

◇ 

８
月
６
日
１０
時
３０
分
～
１３
時 

開
会
総
会
で
は
野
口
邦
和
さ
ん

(

世
界
大
会
実
行
委
員
会
運
営
委
員

会
共
同
代
表)

が
主
催
者
を
代
表
し

て
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
ま
し
た
。 

―

３
年
ぶ
り
に
被
爆
地
の
広
島
と

長
崎
で
の
開
催
を
喜
び
た
い
。
大
会

に
は
核
兵
器
禁
止
条
約
推
進
の
先
頭

に
立
つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
政
府
代
表
が
参
加
。 

        

  朝
鮮
半
島
の
非
核
化
・
平
和
体
制
の

構
築
に
尽
力
す
る
韓
国
は
じ
め
ア
ジ

ア
／
太
平
洋
の
平
和
運
動
の
代
表
も

参
加
す
る
。
苦
し
く
困
難
な
状
況
の

中
で
侵
略
者
と
た
た
か
っ
て
い
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
運
動
家
も
参
加
す

る
。
国
内
か
ら
は
被
爆
者
を
は
じ
め

広
島
と
長
崎
の
両
市
長
、
軍
事
費
２ 

倍
化
・
９
条
改
憲
に
反
対
す
る
人
々

が
参
加
し
て
い
る
。
被
爆
者
の
平
均

年
齢
は
８４
・
５３
歳
を
上
回
り
、
そ

の
数
は
初
め
て
１２
万
人
を
下
回
り
ま

し
た
。
「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵

器
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
被
爆

者
の
訴
え
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
被

爆
の
実
相
を
国
内
外
に
発
信
し
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る

日
本
政
府
の
実
現
に
向
け
た
世
論
と

運
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
。 

 
 

 
 

中
村
副
会
長
の
参
加
記 

―

広
島
に
千
羽
鶴
を
４５
束
、
つ
ま

り
４
５
０
０
０
羽
届
け
て
き
ま
し
た
。 

青
年
中
心
の
ツ
ア
ー
で
、
会
員
が
一

人
増
え
ま
し
た
。
分
科
会
Ⅲ
の
会
場

で
、
フ
ァ
ブ
ロ
ス
さ
ん
、
ル
ド
さ
ん

（
ベ
ル
ギ―

）
に
た
ま
た
ま
エ
レ
ベ 

ー
タ
ー
で
ご
一
緒
し
て
、
私
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
サ
ニ
ョ
さ
ん
か
ら
長
崎
で

買
っ
て
サ
イ
ン
し
て
も
ら
っ
た
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
て
い
た
こ
と
で
、
「
サ
ニ

ョ
だ
」
「
私
の
団
体
名
だ
」
と
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
写
真
を
撮
ら
れ
た

の
で
サ
ニ
ョ
さ
ん
に
見
せ
て
く
れ
る

よ
う
で
、
国
際
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 
 

平
和
委
員
会
交
流
会
が
８
月
５
日 

午
後
５
時
か
ら
午
後
６
時
４５
分
ま
で

生
活
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
５
階
大
会
議

室
で
２０
名
ほ
ど
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
交
流
会
に
は
海
外
代
表
で
あ

る
ベ
ル
ギ
ー
の
「
平
和
」
グ
ル
ー
プ

の
ル
ド
・
ヂ
・
ブ
ラ
バ
ン
デ
ル
さ
ん

が
参
加
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
同
盟

に
反
対
す
る
自
転
車
パ
レ
ー
ド
、

「
核
共
有
」
に
反
対
す
る
運
動
な
ど

ベ
ル
ギ―

で
の
平
和
運
動
に
つ
い
て

報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
「
大
阪
平
和
委

員
会
は
１
８
０
０
名
の
会
員
が
い
て
、

事
務
所
・
会
議
室
を
所
持
し
て
い
る
。

核
兵
器
を
な
く
し
憲
法
９
条
を
守
る
た

め
に
毎
月
『
６
の
日
』
『
９
の
日
』

『
１９
の
日
』
に
２
０
人
ほ
ど
で
駅
前

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
を
し
て
い
る
」 

と
英
語
と
日
本
語
を
交
え
て
発
言
す

す
る
と
、
ブ
ラ
バ
ン
デ
ル
さ
ん
は

「
ベ
ル
ギ
ー
で
は
毎
月
決
ま
っ
た
日

に
宣
伝
行
動
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

今
後
の
ベ
ル
ギ
ー
で
平
和
運
動
の
参

考
に
な
る
」
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

          

８
月
６
日
大
阪
平
和
委
員
会
会
議

室
で
午
後
１
時
３０
分
か
ら
２
時
間
に

わ
た
り
高
校
生
３
人
が
長
崎
で
生
後

２
カ
月
で
被
爆
し
た
今
井
セ
イ
子
さ

ん
の
被
爆
体
験
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。 

       

今
井
さ
ん
は
被
爆
体
験
を
語
っ
た

後
、
高
校
生
か
ら
「
生
き
て
き
て
よ

か
っ
た
こ
と
は
？
」
と
問
わ
れ
、

「
皆
さ
ん
に
こ
こ
で
お
話
で
き
た
こ

と
」
と
答
え
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

―

実
際
に
被
爆
者
の
方
と
貴
重
な
お

話
が
で
き
た
こ
と
で
、
自
分
が
行
動

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

本
当
に
実
感
し
ま
し
た
。
最
後
に
今

井
さ
ん
が
「
戦
争
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
必
ず
止
め
て
欲
し

い
」
と
私
た
ち
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
を
心
に
刻
ん
で
戦
争

が
許
さ
れ
る
世
の
中
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

    

８
月
１
日(

～
８
／
２６)

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
で
第
１０
回
核
不
拡

散
条
約(

Ｎ
Ｐ
Ｔ)

再
検
討
会
議
が
開

催
さ
れ
る
の
に
呼
応
し
て
、
大
阪
原

水
協
は
南
森
町
交
差
点
で
宣
伝
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
上
羽
事
務
局

長
、
吉
田
事
務
局
次
長
が
参
加
。  

上
羽
事
務
局
長
は
、
マ
イ
ク
で
次

の
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。  

「
５
月
３
日
掲
載
の
朝
日
新
聞
の
世

論
調
査
で
は
『
憲
法
を
変
え
な
い
方

が
よ
い
』
が
５９
％
、
『
安
全
保
障
で

重
要
な
の
は
非
軍
事
』
が
７３
％
、

『
専
守
防
衛
方
針
は
維
持
』
が
６８
％
、 

そ
し
て
『
非
核
三
原
則
は
維
持
』
が

７７
％
と
平
和
を
求
め
る
世
論
が
脈
々

と
続
い
て
い
ま
す
」
「
８
月
４
日
～

８
月
９
日
ま
で
被
爆
地
広
島
と
長
崎

で
開
催
さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
２
０
２

２
年
世
界
大
会
を
起
点
に
地
球
を
回

る
世
界
の
草
の
根
の
共
同
行
動
『
平

和
の
波
』
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
『
平
和

の
波
』
を
世
界
中
に
拡
げ
ま
し
ょ
う
」  

こ
の
行
動
に
は
１５
人
が
参
加
し
、

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条 

約

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
が

９
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。  

            

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
リ
ア
ル
開
催 
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和
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「
平
和
の
波
」
行
動
実
施 

「
平
和
の
波
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行
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６日朝中学生が平和祈念公

園で被爆者佐々木サダ子さ

んの短い生涯を紙芝居上演 

 

高
校
生
被
爆
体
験
聞
く

和
委
員
会
交
流
会 

 

     玉城デニー知事の再選を！ 

沖縄県知事選勝利に向けカンパのお願い 

８月 25 日告示、９月 11 日投開票の沖縄

県知事選勝利は、辺野古新基地建設・南西

諸島の軍事化を許さず、「基地のない平和

な沖縄」への展望を拓き、憲法と平和を守

る全国の市民と野党の共闘を励ます、重要

な選挙です。大阪からも現地支援者の派

遣、電話作戦など実施します。そのための

カンパを皆さんにお願いする次第です。 

 

 



ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
抗
議 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
７
月
２８
日

午
前
１１
時
か
ら
３０
分
に
わ
た
り
豊

中
市
内
に
あ
る
ロ
シ
ア
総
領
事
館
前

で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
抗
議
す
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
５

人
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 
大
阪
平
和
委
員
会
の
上
羽
事
務
局

長
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
前

に
参
加
者
に
対
し
次
の
よ
う
に
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
現
状
を
報

告
し
ま
し
た
。  

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
５
カ
月
余

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
４
千
人
を
超
え
る

市
民
が
殺
害
さ
れ
、
５
千
人
を
超
え

る
市
民
が
傷
つ
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
国
境
を
越
え
て
逃
げ
出
し
た

人
々
の
数
は
約
７
百
万
人
で
あ
り
、

難
民
の
数
は
約
４
７
０
万
人
で
あ
る
」 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
か
ら
の
小

麦
の
供
給
が
途
絶
え
、
ア
フ
リ
カ
の

途
上
国
は
飢
饉
の
危
険
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
」  

「
こ
う
し
た
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

災
厄
を
も
た
ら
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
た
だ
ち
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

い
」  

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
途
中
、
参
加

者
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
亡
く
な
っ

た 

人
々
に
対
し
１
分
間
の
黙
祷
を

行
い
ま
し
た
。  

    

天
王
寺
戦
争
展
盛
況 

７
月
３０
日
（
土
）
午
前
１０
時
分

～
午
後
６
時
３０
分
ま
で
区
内
の
会
館

で
１１
回
目
の
天
王
寺
区
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
を
開
催
。
来
場
者
の
制
限

措 

置
を
と
り
な
が
ら
、
４７
名
参
加

で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

天
王
寺
平
和
委
員
会
会
長
の
大
江

憲
夫
さ
ん
は
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ  

イ
ナ
侵
攻
、
参
議
院
選
挙
で
改
憲
派

が
３
分
の
２
以
上
、
そ
の
上
に
維  

新
か
ら
は
核
共
有
論
が
出
さ
れ
、
今
、

平
和
の
最
大
の
危
機
。
選
挙
の
さ 

な
か
安
倍
元
総
理
が
銃
撃
死
し
、
統

一
教
会
の
恐
ろ
し
い
闇
が
出
る
わ 

、

出
る
わ
、
日
本
の
政
治
が
腐
り
き
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
時
期
に
戦
争
展
を

開
催
す
る
こ
と
は
特
別
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
意
見
を
だ
し

あ
い
、
討
論
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。 

         

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

 

７
月
３０
日
、
３１
日
堺
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

３０
日
四
國
五
郎
さ
ん
の
長
男
の
光
さ

ん
の
お
話
が
良
か
っ
た
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
で
、
学
童
の
子
ど
も
た
ち
の

一
輪
車
や
け
ん
玉
が
な
い
の
が
残
念  

で
し
た
。
堺
平
和
委
員
会
も
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
と
私
た
ち
」
の
展
示
を

し
ま
し
た
。
展
示
を
見
に
来
て
く
れ

た
人
に
平
和
新
聞
一
部
拡
大
し
ま
し

た
。
３１
日
暁
光
高
校
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
生
徒
た
ち
が
平
和
活
動
に
つ
い 

て
レ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
亀
井
明
子
・
堺
平
和
委
員
会
副
会

長
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
） 

           

７
月
２４
日
正
午
か
ら
４５
分
間
に

わ
た
り
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
天
王
寺

平
和
委
員
会
、
新
婦
人
天
王
寺
支
部

な
ど
４
団
体
の
共
催
で
「
戦
争
あ
か

ん
！
今
す
ぐ
中
止
を
」
と
呼
び
か
け

る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
１６
人
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

西
来
孝
さ
ん
と
山
崎
健
逸
さ
ん
の

ふ
た
り
が
マ
イ
ク
を
通
し
て
「
ロ
シ

ア
が
２
月
２４
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
攻
撃

し
は
じ
め
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
カ
月

…

今
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
地
で
住
宅

地
や
工
業
地
帯
、
美
術
館
や
学
校
な

ど
が
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ 

     

  
多
く
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
ウ
ク

イ
ナ
国
民
の
４
分
の
１
が
国
内
あ
る

い
は
国
外
避
難
民
と
な
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
民
族
の
存
亡
の
危
機
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
、
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

核
兵
器
威
嚇
を
止
め
さ
せ
よ
う
」
と

道
行
く
人
々
に
語
り
か
け
ま
し
た
。 

 

  

東
住
吉
区
田
辺
へ
の
模
擬
原
爆
の

投
下
か
ら
７７
年
目…

今
年
も
７
月

２６
日
区
内
の
恩
楽
寺
で
「
田
辺
模
擬

原
爆
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

近
隣
の
小
中
学
生
が
「
模
擬
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さ
」
に

つ
い
て
発
言
し
、
模
擬
原
爆
の
語
り

部
・
龍
野
繁
子
さ
ん
（
９７
歳
）
の
話

も
参
加
者
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。 

 

東
住
吉
平
和
委
員
会
の
長
谷
川
孝

子
新
会
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。 

―

会
と
し
て
参
加
す
る
３
回
目
の
夏
で

す
。
７７
年
前
の
き
ょ
う
、
こ
の
地
で

９
時
２６
分
模
擬
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま 

し
た
。
そ
し
て
、
広
島
・
長
崎
へ
の

原
子
爆
弾
投
下
に
繋
が
り
、
３
１
０

万
人
も
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
た
戦

争
の
歴
史
を
語
り
続
け
る
事
は
私
達

の
使
命
で
す
。
２
月
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
可
能
性
を

示
唆
し
、
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
世

界
は
核
兵
器
の
存
在
に
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。 

６
月
２１
〜
２３
日
ウ
ィ
ー
ン
で
の

核
兵
器
禁
止
条
約
の
第
１
回
締
約
国

会
議
が
出
し
た
「
ウ
ィ
ー
ン
宣
言
」 

    

  

は
「
核
抑
止
論
」
を
批
判
し
、
否
定

し
ま
し
た
。
核
で
核
が
抑
止
で
き
る

と
い
う
「
核
抑
止
論
」
は
成
り
立
た

な
い
。
危
険
な
も
の
だ
と
い
う
発
言

が
広
が
り
ま
し
た
。
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
に
む
け
て
希
望
あ
る
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
唯

一
の
被
爆
国
・
日
本
の
不
参
加
は
残

念
で
す
。
私
た
ち
は
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
て
ロ
シ
ア
総
領
事
館
前
抗
議
行

動
に
参
加
す
る
と
共
に
高
校
生
と
平

和
に
つ
い
て
街
頭
で
対
話
し
ま
し
た
。

模
擬
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
東
住
吉
は

「
平
和
の
礎
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
平
和
の
歩
み
を
前
進
さ
せ

て
い
き
ま
す
。 

      

        【９月の行事案内】 

３日(土) 大阪労連定期大会  

６日(火) 原水協 6 ・9 行動 12：00上本町交差点 

７日(水) 第２回常任理事会 18：00～ 

11日(日) 沖縄県知事選投開票  

15日(木) 沖縄連帯行動 12：00 上本町交差点 

17日(土) 日本平和委員会常任理事会 10：00～ 

19日(月) 「国葬反対」総がかり集会 14：00～ 

PLP会館 

24日(土) 日本平和委員会理事会 10：00～ 

17日(水) 大阪安保常幹 10：00 民医連会議室 

19日(金)「19の日」宣伝 12：30 JR京橋駅前 

25日(木) 沖縄県知事選告示 
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戦
争
あ
か
ん
！
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
戦
争

ア
カ
ン
！
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
丹
治

ん
具 

 
  

 

 

 

田
辺
模
擬
原
爆
追
悼
式 

 
長谷川会長 


